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行 動 ・ 心 理 学

湖 と川に お け る アナ ン デール ヨ コ エ ビの 日周的移動

活 動

広木正紀 〔京大 ・理 ・大 津臨湖）

Diurnal ・n ・ vement ・ ・f　 A ・ is・gammarus 砌 η砌 ゴ・

alei （Crusヒacea ，　 AmphipQda ）in　 a　 lake　 and 　a

rlver

ハ｛ASANORI 　HIROKI

　 無脊椎動物に は ，湖で 日周 的 上 下移動 を示 す もの

や，川 で 日 周的 流 下 〔流 下 ネ ッ トに 捕獲され る現象）

を示すもの が 知 られ て い る が，多 くの 場合 こ れ らの

現象が 動物 の どの よ うな 行 動 の 反 映 で あ る の か は わ

か っ て い ない 。ま た，従来二 つ の 現象は 別個 に 扱か

わ れ て きた 。

　 琵 琶湖 の 表層 で 水平 に ネ ッ トをひ い て捕獲さ れる

ア ナ ン デール ヨ コ エビの 個体数 は ，時間 的 に 変化す

る 。 すなわ ち 夕暮後に 大 きな ピーク を ，夜 明け前に

小 さ な ピ ー
ク ま た は

“
肩
’「

を 呈 し，昼は 捕獲 され な

い 。

一
方，湖底か らは 底 び き網に よ り，昼 夜 を 問 わ

ず 多数採集 され る 。 （成 田，私信） また，演者 怯 ，

本種 が宗谷川 源流 （滋賀県〉 な ど流水 に も棲息 し，

日 周的流下 を 示 す こ と，流下個体数 の 時間的変化 の

パ タ ン が 湖表暦で の 捕獲数 の 場 台 と似 て い る こ とを

見 出 した 。

　湖 と川 に お げ る こ れ らの 現象 が ，本種 の ど の よ う

な 行動 の 反映 で あ る の か を 知 る た め ，まず移動活動

性 との 関係を 検討 した。宗谷川 で ，長 さ10cmの 線分

を 流向 （流速 7c呼秒〉 に 垂直に 設 置し，本種が こ

れ を横切 る 向き と頻度 を 調 べ た と こ ろ （夜は 暗赤色

光 を 使用），移動は 下 流へ だ けで な く上流 へ も行 な

わ れ て お り，ど ち ら向きの 通過頻度 もそ の 時間的変

化 の パ タ
ー

ソ は 前述 の
‘
流 下

”
個体数 の 場合 と よ く

似 て い た 。 琵琶湖 の 材料 に つ い て は 水椿を用 い て 観

察 し た と こ ろ ，移動活動性 の 時間 的変化 は，湖 表層

で の 捕獲数が示 した パ
タ
ーン と 似て い た 。 （観察さ

れ た鉛直方向 の 運動 は 水平方向 の 運動 よ りむ し ろ 少

な か っ た 。 ） こ れ らの 結果 か ら， 日周的
“
上下

IJ

移

動と 日周的
“
流下

’
は ，本種 の 場合，湖 と川 と い う

異な る 環境で ，動物の 移動活動性 の 日周変化が現 わ

れ た もの で あ る こ とが わか っ た 。

クル マ エ ビの 日周期活動

村本健一郎 （富 山 工専），大 崎佑一，八 木 寛 （富山

大 ・工 ・電気〉

Circadian　activity 　 of　PenaeUS　jaPoniCUS
KENICHIRO 　 MURAMQTO ，　 YUICHI　 OSAKI ，　 Hl −

ROSHl 　 YAGI

　 ク ル マ エ ビ は 夜間に 活動す る こ と が 知 ら れ て い

る 。 ク ル マ ェ ビ の 活動性を 調べ る た め に ，実験水槽

の一方の 側か ら ， 弱い 暗赤色光 ビーム を 発射 させ ，

他方 の 側 の 光電導 セ ル で 受け る 。 ク ル マ エ ビが光 ビ

ーム を遮る と，光電導セ ル の 抵抗が増大す る 。 こ の

抵抗変化 を 電圧変化 に 変換 し，ペ ン レ コ
ーダで 記録

す る。すなわ ち ，ク ル マ エ ビ が光 ビーム を遮 る ご と

に レ コ
ータ に 電 圧 変化 と して 記録 さ れ るの で あ る 。

　 こ の 装置 を 用 い て ，ク ル マ エ ビ の 光に 対す る 影 響

を 実 験 水 槽内 で 調 べ た 。 まず ， LD12 ： 12 （L ，6 −

18） の 条件下 で は ，暗期 に の み 活動 し，特 に ，暗期

移行直後，暗期中央，明期移行直前 の 三個所 に 活動

の ピー
ク が 見 られ た 。 次 に ，LD12 ：12 （L，6 − 18）

に 15 日 間お か れ た ク ル マ ェ ビ を 用い て ，恒常暗，恒

常 明，LD サ イ クル シ フ トに お け る 活動性を調べ た 。

恒常暗条件下 で は ，最初 の 6 日 間 は ，活動の リ ズ ム

の 位相は 前進す るが，ほ ぼ元 の リズ ム が持続 し，そ

の 後 は 活動す る時間帯 が広が り，遂 に は 不 規則 に 活

動す る よ うに な る 。 恒常明条件下 で は ，最初 の 6 日

間 は ，活動 の リズ ム の 位相 は 後退 し，しか も活動す

る時 閻 帯は 短 くな る。そ の 後 は，活 動す る時 間 帯 は

広が り，不 規則な活動 をす る 。 ま た，LD サ イ ク ル

を 6 時 間 シ フ ト恤 せ る と 口 最初 の 数 日間 は ， 元 の リ

ズ ム が 持続す る が しだ い に 位相が シ フ ト し，遂に

は，新 し い 光条件に 応 じた リ ズ ム に 移行す る。

　以 上 の こ とか ら，ク ル マ エ ビ は
，

サ ーカ デ ィ ア ン

リズ ム を もつ と 考 え られ る。 同時 に ，本測定装置が

こ の よ うな 動物 の 行動 を 連 続 的 に 記録 す る の に 適 し

て い る とい え る 。
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